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来るとき、住むとき、暮らすとき
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アンケートに答えて
佐世保の魅力をGET
してください。

ハガキまたは E メールに次の①～⑦を明記して、下記の宛て先にお送りください。

1
名 様

2
名 様

2
名 様
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名 様

①ご希望のプレゼント１つ　②本誌を読んだ感想またはご意見　③郵便番号・住所
④お名前　⑤年齢　⑥性別　⑦電話番号

応募方法
※写真はイメージです。

how to

「佐世保時間」を読んでいただいた方
の中から、抽選で佐世保の良さを体感
していただくための、宿泊券や特産品
をプレゼントします。ハガキか E メール
でアンケートに答えてご応募ください。

①佐世保宿泊券
2,000ポイント（4枚）

ハウステンボスや中心部など、市内全域
のホテル・旅館で使える宿泊券です。

（券1枚で5,000円相当の宿泊代金とし
て使用できます）
※対象施設で使用できます。

（公財）佐世保観光コンベンション協会
☎0956-23-3369

②長崎和牛サーロイン
　 ステーキ

恵まれた自然環境の中で育てられた長崎
和牛は、肉のうま味を堪能できる赤身と、
サッと溶ける上質な脂身のバランスが特
長。どんな焼き方にも適した最高級のお
肉です。

肉の山頭　☎0956-46-1778

（サーロイン肉約180g 2枚）

④味カレーショコラと
　 スナック詰め合せ
佐世保の駄菓子の定番、味カレーにチョ
コレートをコーティングした斬新なお菓
子。今回は味カレーなど各種スナック菓
子をセットにしています。懐かしくもクセ
になる味をお楽しみください。

大和製菓　☎0956-33-1155

③東浜一風干し

佐世保・東浜地区の加工会社7社が伝統
の製法を受け継ぎ、豊富な漁場から水揚
げされたさまざまな魚を一枚一枚丁寧に
手作りした干物です。旬の魚をセットにして
プレゼントします。
※魚の種類などは指定できません。

ふるさと納税カタログP87～P90をご覧ください

ハガキ

締め切り

Ｅメール

〒857-8585　住所不要　佐世保市役所秘書課「佐世保時間」事務局
hishok＠city.sasebo.lg.jp（件名に「佐世保時間プレゼント」と記入してください）

応募は１人１通まで。発表は発送（11 月下旬予定）をもって代えさせていただきます。

11 月 9 日（水）※ハガキは当日消印有効。

掲載した内容は、平成 28 年 9 月現在のものです。変更される場合がありますのでご了承ください。本誌の無断複写・転載を禁じます。
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海も山もすぐそこ

国境を越えなくても
USA を感じられる街

ディープな夜の過ごし方

今日のご飯何にしゅう？

させぼの食卓

佐世保育ちのアーティスト
前川清さんに聞く

特集インタビュー
ジャパネットたかた前社長
髙田明さん

ビストロさやま
佐山和貴さん

金﨑靴修理屋
金﨑智之さん・恵さん

花農家
浦裕晴さん・梨絵さん

海上自衛隊
後藤洋志さん・加奈江さん

自動車学校教官
富永基裕さん・美知代さん

佐世保出身のアーティスト
が多い訳
スターライトプロダクション

開発レンジャー しんいちろー
大和製菓

させぼ ×しごと①
トモハウス 松本智さん

させぼ ×しごと②
ジャパンアクアテック
松尾重巳さん

こがんです！佐世保

させぼ暮らしを始めよう

こ
こ
は
九
州
・
長
崎
の
西
端

佐
世
保
。

街
並
み
を
見
下
ろ
す
高
層
ビ
ル
は
な
い
け
れ
ど

海
と
街
を
見
下
ろ
せ
る
家
が
あ
り
ま
す
。

大
都
市
の
よ
う
な
き
ら
び
や
か
さ
は

な
い
け
れ
ど

思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ

海
に
も
山
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ネ
イ
ビ
ー
た
ち
が
楽
し
み
方
を
教
え
て
く
れ
た

音
楽
が
い
ま
街
に
根
付
き

日
本
に

　世界
に

誇
れ
る
仕
事
を
し
て
い
る
人
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
し
て
自
慢
な
の
は

新
鮮
で
お
い
し
い
食
材
が

簡
単
に
手
に
入
る
こ
と
。

海
が
あ
っ
て

街
が
あ
っ
て

山
が
あ
っ
て

毎
日
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
に

あ
な
た
の
幸
せ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

佐世保になおって来らした人たち
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　海と
山
が
近
接
し
た
複
雑
な
地

形
の
佐
世
保
は
、
市
内
の
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
、
豊
か
な
自
然
が

手
の
届
く
場
所
に
あ
り
ま
す
。
市

街
地
に
住
み
な
が
ら
、
週
末
は
自

然
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
び
、
散
歩

や
趣
味
を
楽
し
む
。
も
し
く
は
、

海
の
そ
ば
で
、
里
山
で
、
離
島
で

自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
。
そ
の
ど

れ
も
が
一
つ
の
都
市
の
中
で
実
現
で

き
る
場
所
は
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

休日は緑に癒やされなが
らスポーツも。ゴルフ場は
市内に４ヵ所あり、どこか
らでもアクセスしやすい

年間パスポートを持っている市民も多く、イベントや季節の
花々を眺めながらの散歩が楽しめる

九十九島と佐世保港、二つの海に囲まれた俵ヶ浦半島は、
古くからの佐世保の暮らしが凝縮されたような場所。地元の
人たちが建てた道標を道案内に、ゆったり歩くのも楽しい

五島列島にある宇久島は、佐世保港からフェリー
で2時間ほどの離島。大浜海水浴場（写真）には
エメラルドグリーンの海が広がる

隠れキリシタンの島といわれた
九十九島の一つ「黒島」は、本土
からフェリーで40分

俵ヶ浦トレイル

黒島天主堂(国重要文化財)
宇久島

ゴルフ場 ハウステンボス

　長崎
県
佐
世
保
市
は
、
日
本
地

図
で
見
る
と
九
州
本
土
の
最
西
端
に

あ
る
、
県
北
部
の
中
心
都
市
で
す
。

人
口
は
約
25
万
人
と
県
内
で
は
二
番

目
に
多
い
中
核
市
。
大
き
す
ぎ
ず
、

小
さ
す
ぎ
な
い「
コ
ン
パ
ク
ト
」
な
こ

の
街
に
は
、
市
街
地
な
ら
で
は
の
便

利
さ
と
、
田
舎
暮
ら
し
の
心
地
よ
さ

の
両
方
が
あ
り
ま
す
。

佐世保港を眼前に臨むショッピングモール
「させぼ五番街」は、海外からの観光客も多い【佐世保駅から徒歩3分】

ま
ち
な
か
か
ら

ち
ょ
っ
と
行
け
ば

大
自
然

直線距離で日本最長級の長さを誇るアーケード街
【佐世保駅から徒歩8分】

九十九島の生物やクラゲ･イルカに会
える九十九島水族館「海きらら」
【佐世保駅から車で15分】

海を眺めながらBBQも楽しめる西海国立公園白浜キャンプ場
【佐世保駅から車で30分】

馬とのふれあいが楽しめる「えぼし高原ホースパーク」
【佐世保駅から車で25分】

波穏やかな九十九島の海は、
全国からカヤッカーが集まる。
市内には鹿子前（かしまえ）、
小佐 （々こさざ）、鹿町（しかまち）
の3ヵ所にカヤックの拠点がある

す
ぐ
そ
こ

海

山
も

も
車で15分

SASEBO
佐世保駅

黒島

ハウステンボス

西海国立公園
九十九島

宇久島

SASEBO
 Field

フェリーで

街

遊

島

悠

Ⓒハウステンボス／J-17602
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　米海
軍
基
地
が
あ
る
佐
世
保
で
は
、
ア
メ
リ
カ
文

化
が
街
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
や
言
葉

だ
け
で
な
く
、
飲
食
店
や
衣
料
品
店
、
恒
例
の
お
祭

り
だ
っ
て
ア
メ
リ
カ
ン
モ
ー
ド
。
日
本
に
い
な
が
ら
、

少
し
だ
け
国
境
を
越
え
た
よ
う
な
感
覚
が
味
わ
え
ま

す
。
日
本
人
と
の
カ
ッ
プ
ル
や
夫
婦
も
多
く
、
市
民

に
と
っ
て
は
「
国
籍
は
違
え
ど
み
な
佐
世
保
人
」
と
い

う
感
覚
で
す
。

　戦後
、
外
国
人
向
け
の
バ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
ー
が
多
か
っ
た
佐
世

保
は
「
ジ
ャ
ズ
の
聖
地
」
と
し
て
、
当
時
は
全
国
か
ら
二
百
人
を

超
え
る
ジ
ャ
ズ
マ
ン
が
集
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀

以
上
が
経
っ
た
今
で
も
、
週
末
に
な
る
と
音
楽
好
き
が
集
ま
り
、

バ
ー
で
の
生
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
行
か
な
く
て
も
、
グ
ラ
ス
片
手
に
ジ
ャ
ズ
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
楽
し
め
る
。
実
に
贅
沢
な
ひ
と
と
き
で
す
。

年
中
ワ
イ
ン
会
が
行
わ
れ
て
い
る
街
、

佐
世
保
。シ
ュ
バ
リ
エ(

ワ
イ
ン
の
騎
士)

の

称
号
を
持
つ
方
が
代
々
続
い
て
い
ま
す
。

乾
杯
は
シ
ャ
ン
パ
ン

と
い
う
人
も
多

く
、魅
力
的
な

ワ
イ
ン
バ
ー
も

た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　友
人
を
通
し
て
佐
世
保
で
知
り
合
っ
た
と
い
う

ポ
ー
プ
さ
ん
ご
夫
妻
。
結
婚
後
は
転
勤
で
、
一
度
は

ア
メ
リ
カ
へ
戻
っ
た
も
の
の
、
ご
主
人
の
希
望
で
再

び
佐
世
保
へ
Ｕ
タ
ー
ン
。

「
日
本
食
や
温
泉
が
恋
し
か
っ
た
よ
う
で
、
主
人
の

方
が
佐
世
保
に
戻
り
た
い
と
言
い
出
し
た
ん
で
す
」。

そ
の
後
、
ご
主
人
の
レ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
ネ
イ
ビ
ー
を

リ
タ
イ
ア
し
、
基
地
内
の
一
般
の
会
社
に
転
職
。
現

在
は
九
十
九
島
の
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
船
越
町
に
家

を
建
て
、
テ
ラ
ス
か
ら
見
え
る
海
と
山
に
心
癒
や
さ

れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
自
然
の
美
し
さ
や
人
の
優
し
さ
は
、
決
し
て
お
金

で
は
買
え
な
い
。
佐
世
保
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
ん
だ

の
は
、
そ
ん
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
精
神
が
あ
る
と

こ
ろ
」
と
レ
ナ
ー
ド
さ
ん
。
家
族
四
人
の
幸
せ
が
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。

音
楽
ラ
イ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
国
籍
を
超

え
て
楽
し
め
る
日
米
交
流
イ
ベ
ン
ト
。
期
間
中
は
、

会
場
と
な
る
佐
世
保
公
園
か
ら
、
米
軍
基
地
内
の

ニ
ミ
ッ
ツ
パ
ー
ク
に
入
る
こ
と
も
で
き
、
ア
メ
リ
カ

の
空
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

自
然
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

豊
か
な
こ
の
街
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い

yummy♪

しばらく休止されていたアメフェス
は2015年に復活！（ニミッツパーク
への入場は身分証の提示が必要）

ライブハウスなどではあり得ない、この近過ぎる距離感。
全身でビートを感じる臨場感は、一度体験すると癖になるはず。

佐世保バーガーの老舗店。飽
きのこない味で、食べやすい
よう上下逆さまに出されるの
が特徴です。

レナードさん・舞さん
 幸太郎くん・ 春喜くんのポープ家　　　

Wine Bar すぎmoto　
☎ 0956-22-2098
18:30～24:00　日曜休

週末は家族でドライブ
＆温泉めぐりを楽しん

でいます

国
境
を
越
え
な
く
て
も

Ｕ
Ｓ
Ａ
を
感
じ
ら
れ
る
街

デ
ィ
ー
プ
な
夜
の
過
ご
し
方

異
文
化
交
流
は
特
別
な
こ
と
じ
ゃ
な
い

INTERNATIONAL

JAZZ

WINE
BAR

FESTIVAL

Livin sasebo

佐
世
保
市
民
は

ワ
イ
ン
好
き

ハンバーガー
【ブルースカイ】
20:00頃～深夜2:00頃 日曜休

21:00頃～翌朝4:00 日曜休

不定休

佐世保で「あご」はトビウオの
こと。さっぱりとしたあごだしは、
満腹でもペロリといけます。

あご（飛魚）ラーメン
【あごら～めん本舗】

【ブラック】

イカスミを使った真っ黒なカレ
ーで地元では有名な老舗店。
24時間営業で、朝カレーも食
べられます。

24時間営業喫茶

飲んだ夜の
締めグルメは

深い時間に食べたくなる

ディープな夜を楽しみたいなら、
最後までトコトン満喫！

コレ！

毎年秋に開催しているジャズイベント。
誰もが熱いジャズの音色に酔いしれます。

佐世保 JAZZ
ジャズマンが佐世保に集結

シニアソムリエ
杉本政勝さん

☎0956-22-9031

☎0956-22-2915

☎0956-25-2595　
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戸
尾
市
場
の
よ
う
す

と
の
お

　鮮魚
店
に
足
を
止
め
る
と
、
そ
の

新
鮮
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
魚
種
の
多
さ

に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
大
き
い
の
、

細
長
い
の
、
赤
い
の…

地
元
の
人
で

も
半
分
は
名
前
が
分
か
ら
な
い

ほ
ど
。　市北

部
に
あ
る｢

佐
世
保
魚
市
場｣

は
、
西
日
本
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

卸
売
市
場
。
佐
世
保
近
海
を
は
じ
め

五
島
列
島
や
平
戸
沖
で
水
揚
げ
さ
れ

た
魚
が
毎
朝
こ
こ
に
集
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
魚
の
種
類
が
豊
富
な
の
は
、

条
件
の
整
っ
た
豊
か
な
海
＝
漁
場
に

恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　港街
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
佐
世
保

で
す
が
、
実
は
海
の
幸
だ
け
で
な
く

山
の
幸
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
海

風
吹
く
西
海
の
大
地
で
育
っ
た
野
菜

は
、
元
気
で
栄
養
た
っ
ぷ
り
。

　市内
に
は
生
産
者
直
売
所
が
多
く

点
在
し
て
い
る
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
に

も
産
直
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
で
、
地

元
の
採
れ
た
て
野
菜
が
簡
単
に
手
に

入
り
ま
す
。
そ
の
日
の
朝
か
ら
収
穫

さ
れ
た
野
菜
は
、
食
感
も
お
い
し
さ

も
、
ま
る
で
違
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　佐世
保
は
本
当
に
食
材
に
恵
ま
れ

た
土
地
。
だ
か
ら
、
調
理
は
最
小
限

で
い
い
の
で
す
。
下
ご
し
ら
え
も
加

熱
も
、
使
う
調
味
料
も
最
小
限
。

素
材
そ
の
も
の
を
し
っ
か
り
と
味
わ

う
こ
と
が
、
佐
世
保
の
「
一
番
の
ご

ち
そ
う
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
も
、
な
か
な
か
夕
食
の
献
立
が
決
ま
ら
な
い
。
そ
ん
な

経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　佐世
保
で
は
こ
ん
な
と
き
、｢

市
場｣
に
出
掛
け
る
と
い
い
ん
で
す
。
八
百
屋

や
鮮
魚
店
が
軒
を
連
ね
る
、
昔
な
が
ら
の
市
場
街
が
市
内
に
は
ま
だ
ま
だ
残
っ

て
い
ま
す
。
街
の
中
心
部
に
あ
る
「
戸
尾
市
場
」
や
夜
明
け
前
か
ら
始
ま
る

「
佐
世
保
朝
市
」
は
そ
の
代
表
格
。
ど
ち
ら
も
「
市
民
の
台
所
」
と
呼
ば
れ
、

店
を
回
る
と
”今
日
お
い
し
い” 

食
材
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

（
佐
世
保
弁
・
何
に
し
よ
う
）

「九十九島かき」は濃厚でプリップ
リッの食感！殻付きを手軽にレンジで
チンしたり、BBQ スタイルで焼きガ
キを楽しんだり♪旬の時期にはバケ
ツで売られることも。

家で作る  ちゃんぽん″
定番の家庭料理。野菜がたくさん摂れて、
あっという間にできるので、休日に食べると
いう人も多いかも。スーパーでは専用の粉
末スープも売られ、焼きそばもちゃんぽん麺
で作ります。

アリマド？ゲンコツ？
  天ぷら″の名前です
佐世保で｢天ぷら｣は、すり身
揚げのこと。名前がユニーク
で、鮮やかなゆで卵入りは「ア
リマド」、丸くてゴツゴツした
のは「ゲンコツ」、ギョウザを
すり身で包んだ「ギョウザ」等、
いろんな天ぷらがあるんです。
佐世保のおでんには欠かせな
い素材 !!

新鮮な魚で作る  干物″
旨味がギュッと凝縮された干物は、朝
食や晩酌にもってこい。お店でも家で
も手軽な一品です。

九州は醤油やみそが甘いといわれますが、佐世保
は豆乳が甘い！佐世保っ子にとって、お風呂あがり
にこれをチューチュー飲むのが至福のひととき。

みんな大好き
 クールソフト″
佐世保のご当地乳酸菌飲料。
ほどよい酸味と甘みが子ども
から大人まで大人気。

させぼの

sasebomeshi

食卓

これが佐世保っ子の
ソウルフードだ！

（有）ミラクル乳業

朝日食品工業（株）

アリマド

( 竜眼 )

ゲンコツ

ギョウザ

まる天
(アジ・トビウオ)

あじ天

 九十九島かき″″

″

あま～い  豆乳″″

″

″

″

 ジャンボシュークリーム″
創業当時から変わらぬ味で、愛され続けているジャ
ンボなスイーツ。クリームの中にはバナナや焼リン
ゴが入っていてボリューム満点。特製ソースをかけ
て食べるのも特徴です。10 個分の大きさ、直径約
21cm の軍艦シュークリームも人気だとか。

蜂の家

ジャンボシュークリーム

″
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日
本
中
を
魅
了
す
る
人
物
が

佐
世
保
に
住
み
続
け
る
理
由
︒

そ
れ
は
実
に
シ
ン
プ
ル

髙
田 

明

　
こ
ん
な
に
も
老
若
男
女
に
愛
さ
れ

た
社
長
は
、
そ
う
は
い
な
い
。
小
さ

な
カ
メ
ラ
店
か
ら
、
日
本
の
経
済
界

に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
企
業
を
作

り
上
げ
、
な
お
か
つ
そ
の
顔
と
声
を
、

日
本
全
国
の
人
が
知
っ
て
い
る
。

髙
田
明
さ
ん
|
そ
の
人
で
あ
る
。

　
ラ
ジ
オ
通
販
か
ら
テ
レ
ビ
通
販
、

さ
ら
に
ネ
ッ
ト
通
販
と
、
時
代
と
と

も
に
成
長
し
続
け
た
髙
田
さ
ん
の
会

社
は
、
そ
れ
で
も
佐
世
保
に
あ
り
続

け
た
。
一
体
な
ぜ…

。
誰
も
が
思
う

素
朴
な
疑
問
を
、
今
回
髙
田
さ
ん
に

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

株
式
会
社
A 

a
n
d 

L
i
v
e 

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
前
社
長

髙田 明（たかた あきら）

1948年長崎県平戸市生まれ。71年大阪経済大

学経済学部卒業。74年に父が経営する「カメラ

のたかた」に入社。86年に独立し、佐世保市三

川内町に「株式会社たかた」を設立。ラジオ通販

を皮切りに業績を伸ばし、99年に「ジャパネット

たかた」へ社名を変更。2015年、代表取締役を

退任と同時に、「株式会社A and Live」設立。

BS番組「おさんぽジャパネット」出演ほか、佐世

保の観光名所「九十九島パールシーリゾート」

のCMなどに出演。佐世保観光名誉大使。佐世

保市在住。

さ
ん

 

特
集
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

佐
世
保
育
ち
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

前
川
清
さ
ん
に
聞
く

　佐世
保
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
家
族
全
員
で
過
ご
し
た
唯
一
の
懐
か
し
い

場
所
で
す
。日
野
町
に
住
ん
で
い
た
ん
で
す
が
、
僕
が
３
歳
の
頃
に
兄
貴

が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
兄
が
突
然
い
な
く
な
る
体

験
は
、僕
に
と
っ
て
も
淋
し
く
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　米軍
基
地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
聴
い
て
い
た
洋
楽
が
僕
の
音
楽
の
ル
ー
ツ
。

洋
楽
の
カ
バ
ー
ア
ル
バ
ム
を
２
枚
リ
リ
ー
ス
で
き
た
の
も
、
佐
世
保
で
育
っ

た
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
し
、
東
北
と
か
だ
っ
た
ら
、
吉
幾
三
く
ん

み
た
い
な
音
楽
性
に
な
っ
て
い
た
か
も（
笑
）。

僕の同級生がやっているお店。

中学時代、僕の方が

前川君よりモテよったよね

佐世保のお土産には、何を買っていきますか？

新鮮な魚や海産物

愛情たっぷりのお言葉をいただきました。前川さん、ご協力ありがとうございました。

佐世保の思い出の味を教えてくださいQ

佐世保に帰ってきたときに、
　　必ず食べるものはありますか？
Q

音
楽
の
ル
ー
ツ
は 

米
軍
基
地
に
あ
り
!?

昔からのお店や食べ物、風景がそのまま残って
いますよね。時々帰省する僕達にとってはとても
いい場所です。

ぽると

Q

Q

Q

Q

思い出の場所といえば？

胸に残る思い出の風景はどこですか？

弓張岳のホテルや
展望台から見る
九十九島

前川さんの切り抜きも

大事に持ってますよ前川さん、
あと3年はするけん
また来てくださいね 佐世保に一言お願いします！

天石上海楼   林さんご夫婦

プロフィール

1
9
4
8
年
、
佐
世
保
市
出
身
。69
年
に
内
山
田
洋
と
ク
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ブ
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
と
し

て 「
長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ
た
」で
デ
ビ
ュ
ー
。87
年
か
ら
ソ
ロ
活
動
を
開
始
。2
0
0
2
年
福
山

雅
治
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
「
ひ
ま
わ
り
」
を
発
売
。2
0
1
6
年
5
月
に
は
洋
楽
ア
ル
バ
ム
第

2
弾
と
な
る
「M

y Favorite Songs 

〜O
ldies

〜
Ⅱ
」
を
発
売
。九
州
朝
日
放
送
「
前
川
清

の
笑
顔
ま
ん
て
ん
タ
ビ
好
キ
」は
現
在
人
気
爆
発
中
！

佐
世
保
観
光
名
誉
大
使
も
務
め
る
。

クッキー生地の間に柚子風味の餡をはさんだ
南蛮菓子。佐世保のお土産と言えば「ぽると」
と言う人も多い。

写真協力： 弓張の丘ホテル

小学 1、2 年生のころ、全然泳げなかったくせに、同級生と行っ
てました。友達は皆、泳いでいたんですが、僕は水際でバシャ
バシャ水遊び。当時、水着を持っていなくて、お袋から親父の
ふんどしを渡されて、とても恥ずかしかったのを思い出します（笑）A3

A4

A

A

A

A

昔からあるハンバーガー屋さん

ブルースカイA1

クジラ
カレーの中に入っていたり、ステー
キだったり、昔はよく食べていました

天石上海楼のチャンポン
あまいし

僕の小さいころは、一休は誕生日とかのお
祝いなんかでしか行けない、ホテルの一
流レストランみたいな感覚のお店でした

一 休A2 鹿子前の海A
かしまえ

夕日が素晴らしい。

あ
な
た
に
と
っ
て
︑佐
世
保
と
は
？

Q

※今も人気のお店。深夜まで営業しています。

※現在、レストラン部門はありませんが、看板メニューで
もある回転焼きに、今も多くの人が行列を作っています。

※現在でも専門店があります。

ぽると総本舗
近藤政克さん
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　ご
出
身
は
平
戸
で
す
が
、
そ
も
そ
も
佐
世
保
に
来
ら
れ
る
と
き
、

な
ぜ
中
心
部
で
は
な
く
郊
外
で
カ
メ
ラ
店
を
始
め
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

髙
田
氏

　父
も
平
戸
で
お
店
を
構
え
て
観
光
写
真
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
同
じ
よ
う
に
ホ
テ
ル
で
の
宴
会
写
真
な
ど
を
考
え
、
嬉
野
や
武
雄
に
も
近

い
三
川
内
町
に
店
を
構
え
ま
し
た
。

　
　
　
　そ
の
後
ど
ん
ど
ん
会
社
が
大
き
く
な
っ
た
訳
で
す
が
、
本
社
を
東
京

に
移
そ
う
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
？

髙
田
氏

　い
え
、
一
度
も
な
い
で
す
。
企
業
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
が
必

要
で
あ
っ
た
ら
そ
う
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
僕
の
場
合
全
く
必
要
性
を
感

じ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
の
時
代
、
佐
世
保
か
ら
で
も
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
都
会
だ
と
通
勤
も
時
間
が
掛
か
っ
て
大
変
で
す
し
、
社
員
や

そ
の
家
族
の
こ
と
を
考
え
て
も
移
転
と
い
う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　佐
世
保
が
本
社
と
い
う
お
気
持
ち
に
、
揺
る
ぎ
は
な
か
っ
た
の
で

す
ね
。

髙
田
氏

　だ
っ
て
、イ
カ
が
お
い
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。僕
は
イ
カ
が
大
好
き
な

ん
で
す
が
、佐
世
保
で
は
、新
鮮
で
透
き
通
っ
た
イ
カ
を
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
ね
？

し
か
も
安
い
。東
京
じ
ゃ
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
で
す
よ
。だ
か
ら
僕
は
こ
こ
に

い
る
ん
で
す
。こ
の
話
を
す
る
と
冗
談
だ
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
ん
で
す
が
、本

当
な
ん
で
す
よ（
笑
）。

　
　
　
　イ
カ
は
よ
く
食
べ
に
行
か
れ
る
ん
で
す
か
？

髙
田
氏

　そ
う
で
す
ね
。
遠
く
か
ら
来
た
お
客
さ
ん
に
は
特
に
喜
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
透
明
な
イ
カ
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
ま
す
よ
。そ
れ
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
タ
イ
や
ア
ジ
、
サ
バ
、
と
に
か
く
海
の
も
の
何
で
も
お
い
し
い
で
し
ょ
？

漁
獲
量
日
本
有
数
の
も
の
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
し
ね
。
も
っ
と
世
間
に
知
っ
て

も
ら
っ
て
い
い
と
思
う
く
ら
い
で
す
。
魚
だ
け
で
な
く
、
海
風
を
浴
び
た
牧
草
で

育
つ
長
崎
和
牛
も
お
い
し
い
し
、
野
菜
も
新
鮮
で
お
い
し
い
も
の
が
気
軽
に
手
に

入
り
ま
す
よ
ね
。

　
　
　
　自
慢
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

髙
田
氏

　そ
う
で
す
よ
。山
も
あ
る
か
ら
ゴ
ル
フ
場
も
近
い
。海
が
近
い
か
ら
釣

り
だ
っ
て
で
き
る
。そ
の
気
に
な
れ
ば
自
給
自
足
が
で
き
そ
う
で
す
よ
ね
。

ま
ぁ
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
家
庭
菜
園
も
楽
し
め
ま
す
。
と
に
か
く
佐

世
保
は
暮
ら
し
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を
も
っ
と
生
か
し
て

全
国
に
発
信
し
て
い
け
れ
ば
、
佐
世
保
の
本
当
の
魅
力
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　
　
　
　買
い
物
に
ご
自
身
で
行
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
？

髙
田
氏

　そ
れ
が
ね
。
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
ん
で
す

が…

。
僕
ね
、
物
欲
が
な
い
ん
で
す
よ
、
だ
か
ら
ほ
と
ん
ど
買
い
物
を
し
な
い
ん

で
す
。

恐
ら
く
日
本
一の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
商
品
を
販
売
し
て

き
た
人
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
正
直
さ
と
茶
目
っ
気
が
、
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
る
所
以
だ
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
舞
台
は
、
佐
世
保
駅
に
ほ
ど
近
い
「
い
け
す
博
多
屋
」。

大
き
な
生
簀
を
構
え
た
店
内
で
、
髙
田
さ
ん
は
本
当
に
お
い
し
そ
う
に
イ
カ
の

活
き
造
り
を
味
わ
っ
て
い
た
。
普
段
の
髙
田
さ
ん
は
と
て
も
穏
や
か
で
落
ち
着

い
た
ト
ー
ン
。
し
か
も
人
見
知
り
だ
と
い
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
中
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ひ
と
り
ビ
ー
ル
と
刺
身
を
楽
し
ん
で
い
た

年
配
の
男
性
が
髙
田
さ
ん
に
気
付
く
と「
お
〜
社
長
」
と
声
を
掛
け
て
き
た
。「
ど

う
も
、
ど
う
も
」
髙
田
さ
ん
は
気
さ
く
に
握
手
を
し
、
日
本
中
の
人
が
見
慣

れ
た
あ
の
笑
顔
で
応
え
て
い
た
。

撮影協力：いけす博多屋

佐
世
保
市
民
に
と
っ
て
、

髙
田
さ
ん
が
佐
世
保
に
住
み
続
け
て
い
る
こ
と
も

大
い
な
る
自
慢
の一つ
。

お
い
し
い
イ
カ
に
感
謝
だ
。

 長崎県佐世保市三浦町４－１　TEL 0956-25-6261

QQQQQQ

本
社
を
東
京
に
移
そ
う
と
思
っ
た
こ
と
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
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　地元
の
人
は
思
っ
た
以
上
に
強
敵
だ
っ
た
。
新
し
い
お

店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
聞
き
つ
け
た
人
た
ち
は
、
刺
身
は

な
い
の
か
、
す
し
は
な
い
の
か
、
丼
は
で
き
な
い
の
か
、

は
た
ま
た
お
風
呂
上
が
り
に
ア
イ
ス
は
な
い
の
か
と

ひ
ょ
っ
こ
り
来
る
。
最
初
は
で
き
る
だ
け
要
望
に
応
え
よ

う
と
苦
戦
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
本
来
自
分
の
持
っ

て
い
る
技
術
を
発
揮
で
き
な
い
。
無
理
に
洋
食
を
作
っ
て

も
、
自
分
で
も
自
信
の
あ
る
味
に
は
仕
上
が
ら
な
い…

。

　そこ
で
、
鮮
度
の
よ
い
魚
で
作
る
パ
テ
や
爽
や
か
な

味
の
ピ
ク
ル
ス
、
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て
作
る
ス
ー
プ
な

ど
を
「
こ
れ
も
食
べ
て
み
て
下
さ
い
」
と
提
供
し
続
け
た

の
で
あ
る
。
す
る
と
近
所
の
主
婦
た
ち
が
「
こ
れ
お
い
し

か
ね
。
ど
う
や
っ
て
作
る
と
？
」と
興
味
を
持
ち
は
じ
め
、

家
で
作
っ
た
野
菜
や
釣
っ
て
き
た
魚
を
持
っ
て
き
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
噂
は
小
さ
な
町
で
は
す
ぐ

広
ま
る
。
車
で
40
分
以
上
か
け
て
市
街
地
ま
で
行
か
な

い
と
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
い
や
、
市
街
地
で
も
食
べ

ら
れ
な
い
よ
う
な
本
格
フ
レ
ン
チ
の
味
が
、
じ
わ
じ
わ
と

鹿
町
に
浸
透
し
始
め
た
の
だ
。
彼
自
身
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
な
が
ら
無
理
に
料
理
を
作
る
よ
り
、
自
分
の
提
供
し
た

い
も
の
を
作
ろ
う
と
心
に
決
め
た
。

　佐山
さ
ん
の
作
る
料
理
は
、ソ
ー
ス
や
ス
ー
プ
、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
も
全
て
手
作
り
。
特
に
前
日
か
ら
仕
込
む

ス
ー
プ
は
絶
品
で
、
野
菜
を
提
供
し
た
人
も
驚
く
ほ
ど

で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
こ
だ
わ
る
と
大
変
だ
ろ
う
と
聞
く

と
「
本
当
は
も
う
少
し
手
を
抜
き
た
い
ん
で
す
が
、
食

品
業
者
さ
ん
も
来
て
く
れ
な
い
よ
う
な
場
所
な
の
で
、

し
ょ
う
が
な
い
ん
で
す
よ
」
と
、
優
し
い
笑
顔
で
答
え
て

く
れ
た
。

　ほん
わ
か
し
た
関
西
弁
と
人
懐
っ
こ
い
笑
顔
、
素
材

を
大
事
に
し
た
手
の
込
ん
だ
料
理
が
、
鹿
町
に
新
し
い

風
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。

大
都
会
か
ら
漁
師
町
へ
　新
鮮
な
食
材
に
あ
ふ
れ
た
環
境
は

自
分
に
も
家
族
に
も
最
高
の
場
所
だ
っ
た

「子どもにも最適な環境で、自分も好きな料理を作れることができる。
鹿町は食材も本当にすばらしいし、ここで暮らせている今、幸せだなぁと思います」

コース料理は昼も夜も 1,000 円～
驚くほどリーズナブル

手間をかけて作られた豚肉を煮込んだ料理。
素材の味が生きている

元
す
し
店
に
ひ
ょ
っ
こ
り
で
き
た

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

鹿町で長い間愛された食堂をやってい
たスタッフの柴田さん。今はパートと
してこの店を手伝い、鹿町の人たちと
の橋渡し役にもなっている

　妻の
母
親
が
近
所
の
す
し
店
の
閉
店
を
知
ら
せ
て
き

た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
だ
っ
た
。「
あ
そ
こ
な
ら

そ
の
ま
ま
お
店
が
で
き
そ
う
だ
け
ど
ね
ぇ
」
と
い
う
あ
る

種
の
含
み
を
持
っ
た
言
葉
を
聞
い
た
佐
山
さ
ん
は
、
な
ん

と
妻
に
相
談
す
る
前
に
移
住
を
決
め
た
そ
う
だ
。
故
郷

の
大
間
に
も
似
た
鹿
町
の
景
色
は
、
佐
山
さ
ん
に
は
な

ん
の
違
和
感
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　当初
は
、
敷
居
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
フ
レ
ン
チ
は

敬
遠
さ
れ
る
と
考
え
、
気
軽
な
洋
食
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て

い
こ
う
か
と
考
え
て
い
た
。
オ
ム
ラ
イ
ス
や
ハ
ン
バ
ー
グ

…

今
ま
で
あ
ま
り
作
ら
な
か
っ
た
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
、
半
ば
諦
め
、
半
ば
新
た
な
気
持
ち
で
こ
の
店

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
だ
。

野菜で作ったソースたちが彩を添える佐世保産のあげまき貝。
この日の前菜に使われた

【ビストロ さやま】
　 佐世保市鹿町町下歌ヶ浦 989-6
☎ 0956-77-5858
　11:00～14:30(OS) 
 　17:30～22:00(OS21:00) 
　月曜（応相談）

住

営

休

こ
こ
で
は
実
際
に
佐
世
保
へ
移
住
さ
れ
た
５
組
の
方
々
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

な
お
っ
て
来
る
＝
引
っ
越
し
て
く
る

佐
世
保
に
な
お
っ
て
来
ら
し
た
人
た
ち

こ

都
会
の
限
界

な
ん
と
か
な
る

や
は
り
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を

業
者
も
来
な
い
場
所
な
の
で
、

手
作
り
し
か
な
い

CASE1　高校
卒
業
後
、
佐
山
さ
ん
は
す
ぐ
大
阪
に
出
る
。
料

理
の
専
門
学
校
を
出
て
、
そ
の
ま
ま
食
の
道
に
進
ん
だ
。

有
名
シ
ェ
フ
が
揃
う
店
で
修
行
し
、
一
流
フ
レ
ン
チ
店
に

勤
務
。
鹿
町
出
身
の
妻
と
は
そ
こ
で
出
会
い
、
二
人
の

子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
た
。

　一流
の
店
に
は
一
流
が
揃
う
。
セ
ン
ス
と
腕
に
は
自
信

が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
競
争
に
疲
れ
て
い
た
自
分
が
い

た
。
ふ
と
見
渡
せ
ば
、
そ
び
え
立
つ
ビ
ル
群
。
子
ど
も
の

こ
ろ
は
無
邪
気
に
魚
を
捕
ま
え
、
木
の
実
を
採
り
、
草

原
を
駆
け
回
っ
て
い
た
。
自
分
の
子
ど
も
た
ち
は
そ
ん
な

経
験
の
な
い
ま
ま
に
、
こ
の
夜
の
な
い
都
会
で
生
き
て
い

く
の
か…

ふ
と
そ
う
思
っ
た
。

　本土
最
西
端
に
程
近
い
、
山
と
海
に
囲
ま
れ
た
佐
世

保
市
北
部
の
鹿
町
町
。
漁
協
も
あ
る
港
の
す
ぐ
近
く
に
、

一
見
和
風
な
構
え
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。

　
「
ビ
ス
ト
ロ
さ
や
ま
」

　
　本州
最
北
端
・
青
森
県
大

間
出
身
の
佐
山
和
貴
さ
ん
が
2
0
1
6
年
に
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
店
だ
。

　実は
こ
こ
は
元
す
し
店
。
地
元
の
人
が
気
軽
に
利
用

し
て
い
た
店
で
、
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な
く
は
「
カ
ツ
丼

は
で
き
な
い
の
？
」「
出
前
は
な
い
の
？
」
な
ど
と
よ
く

言
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
な
じ
み
の
な

い
こ
の
土
地
で
、
な
ぜ
彼
は
店
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か…

。

旬の素材を使ったデザート
この日は、皮までまるごと桃を使った桃尽くし

「ビストロ さやま」店主・佐山和貴さん
なおって来た人
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セミオーダーの
靴づくりも始めたいと
思ってます

　一言
一
言
考
え
な
が
ら
話
す
姿
勢
に
実

直
さ
が
表
れ
る
金
﨑
智
之
さ
ん
は
、
地
元
・

福
岡
や
東
京
、
イ
タ
リ
ア
で
仕
事
を
し
て

き
た
靴
職
人
。
福
岡
で
メ
ー
カ
ー
勤
務
の

傍
ら
、
個
人
で
オ
ー
ダ
ー
靴
を
受
注
し
て

い
た
。　忙し

く
な
る
に
つ
れ
「
独
立
」
と
い
う

智
之
さ
ん
の
思
い
は
ふ
く
ら
み
、
彼
の
体

が
心
配
だ
っ
た
恵
さ
ん
も
賛
成
だ
っ
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ダ
ー
靴
も
修
理
も
福
岡
は

激
戦
区…

。
そ
ん
な
と
き
、
智
之
さ
ん
の

頭
に
ふ
と
、
幼
い
日
に
聞
い
た
祖
母
の
言

葉
が
浮
か
ん
だ
。「
佐
世
保
に
は
靴
修
理

屋
が
少
な
か
も
ん
ね
」。

す
よ
う
に
、
マ
イ
ホ
ー
ム
で
家
族
水
入

ら
ず
の
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
る
。

　とは
い
え
、
共
働
き
で
慌
た
だ
し
い

毎
日
だ
と
話
す
加
奈
江
さ
ん
。
佐
世

保
で
の
子
育
て
に
つ
い
て
も
聞
い
て
み

た
。｢

保
育
所
の
待
機
児
童
も
な
い
し
、

夜
間
診
療
も
あ
る
の
で
、
私
の
よ
う
に

働
く
お
母
さ
ん
に
は
、
あ
り
が
た
い
環

境
だ
と
思
い
ま
す
」。

　国護
る
自
衛
官
も
、
休
日
は
子
煩

悩
な
パ
パ
だ
。｢

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
は
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

地
域
全
体
が
顔
見
知
り
。
そ
う
い
う
人

の
温
か
さ
も
佐
世
保
の
魅
力
だ
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
両
親
も
呼
ん

で
、
佐
世
保
で
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
で

す
ね
」。

　洋志
さ
ん
の
両
親
も
し
ば
ら
く
滞
在

し
、
す
っ
か
り
佐
世
保
が
気
に
入
っ
て

し
ま
っ
た
と
か
。

夫婦で二人三脚、
人に愛される花を
作っています

週末は家族でよく
市内のイベントに
出かけます

　子ど
も
の
頃
、
佐
世
保
に
住
む
祖
父

母
の
家
に
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
。

改
め
て
佐
世
保
の
街
を
見
て
み
る
と
、

確
か
に
靴
修
理
屋
が
少
な
い
。
平
日
で

も
人
の
往
来
は
あ
る
。「
こ
れ
な
ら
や

れ
る
」。
そ
う
決
め
て
か
ら
一
か
月
余

り
、
福
岡
か
ら
通
い
な
が
ら
今
の
店
舗

を
見
つ
け
た
。
智
之
さ
ん
を
信
じ
る
恵

さ
ん
に
は
、
な
ん
の
不
安
も
な
か
っ
た

そ
う
だ
。

　開業
か
ら
半
年
、
今
で
は
毎
日
20

人
程
の
お
客
さ
ん
が
来
店
す
る
。
一
度

来
た
お
年
寄
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も

助
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
た
く
さ
ん

の
靴
型
が
並
ぶ
店
内
は
ほ
の
ぼ
の
と
温

か
く
、
こ
の
店
の
開
業
を
見
る
こ
と
な

く
こ
の
世
を
去
っ
た
祖
母
の
、
笑
顔
と

ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
て
い
る
気
が
し
て

な
ら
な
い
。

金﨑 智之さん
       恵さん  
共に福岡県出身。平成27年に移住。

「
佐
世
保
に
は
靴
修
理
屋
が
少
な
か
も
ん
ね
」

今
は
亡
き
祖
母
の
言
葉
が
二
人
の
未
来
を
導
い
た

CASE2

豊
か
な
自
然
の
中
に
あ
る
日
々
の
暮
ら
し
。

「
家
族
で
過
ご
す
時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
」

CASE3

　後藤
洋
志
さ
ん
が
初
め
て
佐
世
保
を
訪

れ
た
の
は
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
18
歳

の
と
き
。
大
分
県
別
府
市
で
育
っ
た
洋
志

さ
ん
に
と
っ
て
、
当
時
の
佐
世
保
は
「
商

店
街
が
元
気
で
、
若
者
が
多
く
活
気
の
あ

る
街
」
と
い
う
印
象
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　それ
か
ら
７
年
の
勤
務
を
経
て
、
加
奈

江
さ
ん
と
結
婚
。
そ
れ
を
機
に
、
母
勤
務

地(

定
年
ま
で
の
主
と
な
る
勤
務
地)

を

佐
世
保
に
指
定
し
た
。
地
元
を
離
れ
る
こ

と
に
未
練
は
な
か
っ
た
か
と
聞
く
と
、｢

仕

事
で
長
く
家
を
空
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

妻
の
故
郷
に
住
む
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い

ま
し
た｣

と
き
っ
ぱ
り
。
結
婚
後
は
転
勤

や
出
張
が
重
な
り
、
二
人
の
息
子
た
ち
と

も
会
え
な
い
歳
月
が
続
い
た
。
し
か
し
現

在
は
、
離
れ
離
れ
だ
っ
た
時
間
を
取
り
戻

後藤 洋志さん　　大分県別府市出身
       加奈江さん　佐世保市出身
　　 楓洋(かみゆ)くん･洋楼(ひいろ)くん　
平成7年に移住。

こ
の
ま
ち
が｢

第
二
の
故
郷｣

に

CASE4

　東京
で
生
活
し
て
い
た
浦
裕ひ

ろ

晴は
る

さ
ん
と

妻
の
梨
絵
さ
ん
。
当
時
、
裕
晴
さ
ん
は

I
T
の
仕
事
、
梨
絵
さ
ん
は
ブ
ラ
ン
ド
店

で
販
売
員
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
ん
な

折
、
花
好
き
が
高
じ
て
佐
世
保
の
花
農
家

と
し
て
働
き
始
め
た
裕
晴
さ
ん
の
母
か

ら
、
一
緒
に
花
屋
を
や
ら
な
い
か
と
誘
わ

れ
た
。　

「
東
京
は
刺
激
が
あ
っ
て
い
い
街
な
ん
で

す
が
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
想

像
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
実
家
の

山
口
で
も
な
く
、
子
育
て
す
る
な
ら
九
州

だ
っ
て
、
迷
い
な
く
佐
世
保
に
や
っ
て
き

ま
し
た
」。

　だが
、
慣
れ
な
い
土
地
で
の
初
め
て

の
子
育
て
は
心
細
く
、
方
言
と
坂
道
の

多
さ
に
も
戸
惑
っ
た
と
か
。今
で
は
す
っ

か
り
佐
世
保
弁
を
マ
ス
タ
ー
し
た
梨
絵

さ
ん
だ
が
、「
は
ら
か
い
た
（
＝
腹
を

立
て
る
）
と
い
う
方
言
を
初
め
て
聞
い

た
と
き
は
、
ナ
ゾ
で
し
た
ね
」
と
笑
う
。

　始め
た
当
初
は
失
敗
の
連
続
。「
収

入
の
大
半
が
種
代
等
の
支
払
い
に
消
え

る
た
め
、
家
計
は
火
の
車
。
貯
金
を
切

り
崩
す
日
々
が
続
き
ま
し
た
」。

　今で
は
、
東
京
で
学
ん
だ
梨
絵
さ
ん

の
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
セ
ン
ス

と
、
裕
晴
さ
ん
が
作
る
「
都
会
的
な
色

合
い
と
長
持
ち
す
る
花
」
が
評
判
と
な

り
、
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
10
種
類
以
上
の
花

を
栽
培
。
有
機
肥
料
を
使
っ
た
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
フ
ラ
ワ
ー
が
裕
晴
さ
ん
の
自
慢

だ
。
最
後
に
佐
世
保
暮
ら
し
の
良
さ
を

尋
ね
る
と
、「
夫
婦
で
い
る
時
間
、
家

族
と
過
ご
す
時
間
が
長
い
こ
と
が
幸
せ

で
す
」。

浦 裕晴さん　佐世保市出身
　 梨絵さん　山口県出身
　 唯紗ちゃん・登真くん
平成18年に移住。

お互いに趣味の
バイクやカメラを
楽しんでいます

関
東
圏
か
ら
離
れ
る
一
つ
の
選
択
肢
。

展
海
峰
の
眺
め
が
決
め
手
だ
っ
た
。

CASE5　移住
を
考
え
た
き
っ
か
け
は
、
東
日
本

大
震
災
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
が
、
ふ
と

頭
に
浮
か
ん
だ
「
長
崎
」
へ
旅
行
つ
い
で

に
訪
れ
た
。
佐
世
保
に
近
づ
い
た
と
き
、

美
知
代
さ
ん
の
体
調
が
悪
か
っ
た
た
め
、

郊
外
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
引
き
返

す
こ
と
に
。

　関東
に
戻
り
、
長
崎
の
地
図
を
見
て
ふ

と
気
に
な
っ
た
。
佐
世
保
駅
を
見
て
い
な

い
。
果
た
し
て
あ
の
光
景
が
本
当
の
佐
世

保
の
姿
だ
っ
た
の
か…

。
今
度
は
佐
世
保

駅
を
見
る
た
め
に
、
再
び
訪
れ
た
。「
意

外
に
街
」。
夫
婦
で
共
通
し
た
感
想
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
佐
世
保
で
味
わ
う
海
の
幸

の
お
い
し
さ
と
価
格
に
、
自
宅
か
ら
2
時

間
か
け
て
三
浦
半
島
ま
で
通
う
ほ
ど
海
産

物
好
き
の
二
人
は
、
心
を
奪
わ
れ
た
。

富永 基裕さん　
　　 美知代さん
共に関東出身。平成26年に移住。
基裕さんは共立自動車学校教官。
美知代さんはSASEBOクルーズバス
「海風」アテンダントもつとめる。

佐世保になおって来らした人たち

　この
地
で
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
送
ろ

う
。
そ
の
気
持
ち
の
背
中
を
押
し
た
の

は
、
展
海
峰
か
ら
見
た
九
十
九
島
の
眺

め
だ
っ
た
。

　それ
か
ら
の
行
動
は
早
か
っ
た
。
市

の
移
住
相
談
窓
口
に
行
き
、
仕
事
を
含

む
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
相
談
。
気
に

入
っ
た
物
件
も
見
つ
け
た
。
持
ち
家
を

売
却
す
る
の
に
2
年
か
か
っ
た
が
、
最

終
的
に
は
そ
れ
も
佐
世
保
の
不
動
産
業

者
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。

　それ
な
り
の
覚
悟
を
し
て
移
っ
て
き

た
が
、
そ
れ
で
も
住
ん
で
み
て
初
め
て

分
か
る
苦
悩
が
あ
る
。
し
か
し
、
台
所

か
ら
チ
ラ
リ
と
の
ぞ
く
九
十
九
島
の
景

色
や
、
週
末
に
出
掛
け
る
ド
ラ
イ
ブ
が
、

二
人
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
し
て
く
れ

て
い
る
。

　今、
二
人
に
は
佐
世
保
で
の
夢
が
あ

る
。
二
人
に
後
悔
は
な
い
よ
う
だ
。

　

佐世保になおって来らした人たち

なおって来た人なおって来た人

なおって来た人

なおって来た人
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ピュー

そ
し
て
何
日
も

食
べ
歩
き
の
日
々
は
続
き…

つ
い
に
理
想
の
味
に
出
会
っ
た

そ
し
て…

心
が
折
れ
か
け
た

あ
る
冬
の
日

そ
れ
か
ら

開
発
の
日
々…

一
年
後…

結
局

断
念

ま
た
も
や

   

断
念

創業昭和35年。
銘菓からスナック菓子まで、
数々の商品を手掛ける大和製菓。
しんいちろーは創業者の孫にあたり、
商品開発及びデザイン、その他
モロモロを担当する(ちなみに次男)

会
社
の
顔
は
︑ピ
リ
ッ
と
辛
い﹃
味
カ
レ
ー
﹄︒

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
︑

こ
の
全
国
的
に
も
人
気
の

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
超
え
る

﹃
何
か
﹄を
作
る
た
め
︑

彼
は
日
々
奮
闘
し
て
い
る

の
だ
︒

彼
は
徹
底
的
に

味
に
こ
だ
わ
る
性
質
で…

︒

こ
の
味
だ
!!

こ
の
味
だ
!!

﹁
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
味
﹂の

お
菓
子
を
つ
く
ろ
ー
!!

ど
う
か
な
？

エ
ビ

た
ま
ね
ぎ

キ
ャ
ベ
ツ

全
部
の

ス
パ
イ
ス
を

混
ぜ
ろ
ー
!!

そ
ん
な
の

あ
り
ま
せ
～
ん

佐
世
保
と

言
っ
た
ら…

﹁
レ
モ
ン
ス
テ
ー
キ
味
﹂の

 

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
に

 

挑
戦
だ
ー
!!

ま
た

食
べ
歩
く
ぞ
ー
!!

今
度
は

焼
い
た
レ
モ
ン
の
味
を

再
現
し
て
く
れ
ー
!!

も
う
す
ぐ

バ
レ
ン
タ
イ
ン
だ
ね

チ
ョ
コ

ど
う
す
る
？

も
う
す
ぐ

バ
レ
ン
タ
イ
ン
か
～

ん
？

チ
ョ
コ
!?

ミ
ル
ク
チ
ョ
コ

か
け
て
み
ま
し
た

甘
ー
い
!!

も
少
し
甘
く
!!

も
っ
と

ビ
タ
ー
に
!

な
ん
で
す
か

そ
れ
!?

お
そ
る
お
そ
る

直
売
所
に

置
い
て
み
る
と…

パッケージも

　　完成♪

こ
の
野
菜
の

甘
味
を
再
現
し
た

ス
パ
イ
ス
を

　開
発
す
る
ぞ

さ
っ
そ
く

新
商
品
の

開
発
だ
ー
!!

じーちゃんを

　　超えるぞ！

こ
の
前

依
頼
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

キ
ャ
ン
セ
ル
で
！

え
っ
と
ね…

今
度
も

パ
ッ
ケ
ー
ジ

キ
ャ
ン
セ
ル
ね

ま、またですか！

ど
う
で
す
か
？

ど

肉
の
味
は

ど
こ
に

い
っ
た
ー
!!

レ
モ
ン
の

香
り
は
残
し
て

酸
味
を
と
ば
し
た

味
だ
ー
!!

そ
れ
は
た
だ
の

と
ん
こ
つ

ス
ー
プ
味
で
す
!!!

ま
ず
は

理
想
の
味
を
求
め

食
べ
歩
き
だ
ー
!!こ

う
し
て
商
品
開
発
は

食
べ
歩
く
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た

も
っ
と

野
菜
を
煮
込
ん
だ

よ
う
な
ス
パ
イ
ス
は

な
い
の
か
！

ち
ゃ
ん
ぽ
ん

ス
ー
プ
の

粉
を
ま
ぶ
せ
ば…

・・・・・・・︒

や
っ
ぱ
り
納
得
で
き
な
い…

・・・・・・・︒

や
っ
ぱ
り
あ
の
味
の

再
現
は
ム
リ
か…

チョコ（隠し味）

ということは

ん？

シャー！

チョコ 味カレー

イ
ケ
る
!!!

よ
し
っ
！

つ
い
に

で
き
た
ー
!!

えー!

大和製菓の開発レンジャー
しんいちろー

や
っ
ぱ
り
大
和
製
菓
は

味
カ
レ
ー
だ
よ
な
ぁ…

そ
し
た
ら

味
カ
レ
ー
う
ど
ん

味
カ
レ
ー
パ
ン

ち
が
う
な…

や
っ
た
ー
!!

え
ー
っ
と…

ト
ボト

ボ

カレー

よ
ー
し
見
つ
け
た

こ
の
味
だ
ー
!!

二
年
連
続
売
り
切
れ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

同
時
進
行
だ
！

ハ
、ハ
イ
ッ

しんいちろーの挑戦は
これからもつづく…

じーちゃん見ててね

や
ま
と
君
Ｔ
シ
ャツ

本
当
の
カ
レ
ー
（甘
口
）

         

実
は

         

佐
世
保
バ
ー
ガ
ー

           

味
も
（笑
）

佐世保には 味と戦う１人の開発戦士がいる

そ
う
だ
!!

そ
う
だ
っ

や
っぱ
り

ん
と
ね…

よ
し
!!

あ
そ
こ
も

こ
こ
も

あ
っち
も

こ
っち
も

長
崎
と
言
っ
た
ら…

ズル　ズル

メラ

そ
う
か
っ
！！

メラ
メラ

？

？

？

ジ
ャ
ー
ン

な
ん
と
!!!

パチ
パチ

パチ

まだまだあるよ

しんいちろーの

開発グッズ

冬
季
限
定

「
味
カ
レ
ー

　
　
　
　

シ
ョ
コ
ラ
」

　二人
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
。「
や
り
た

い
気
持
ち
」
を
上
手
に
育
て
、
や
り
た
く

な
い
と
き
は
や
ら
な
く
て
も
良
い
。
二
人

は
言
う
。「
こ
こ
で
過
ご
し
た
時
間
を
、

キ
ラ
キ
ラ
し
た
思
い
出
に
し
て
欲
し
い
」

と
。「
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
芸
能
界

の
道
で
な
く
と
も
、
必
ず
何
ら
か
の
形
で

役
に
立
つ
」
と
。

　彼女
た
ち
の
下
を
飛
び
立
ち
、
現
在

大
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
を
ど
う
思
う

か
尋
ね
て
み
る
と
「
す
ご
い
と
思
い
ま

す
」
と
笑
っ
て
み
せ
た
。
彼
女
た
ち
に
と

っ
て
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
と
今

こ
こ
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
違

い
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
夢
を
応
援
す
べ
き

存
在
で
、
可
愛
い
教
え
子
た
ち
な
の
だ
。

　
こ
の
場
所
が
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

輩
出
し
て
い
る
理
由
。
そ
れ
は
厳
し
い
レ

ッ
ス
ン
で
も
な
け
れ
ば
、
特
殊
な
訓
練
で

も
な
い
。
夢
を
応
援
し
た
い
と
い
う
松
瀬

さ
ん
親
子
の
、
大
き
な
愛
情
に
包
ま
れ

た
結
果
、
誕
生
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
悦
子
さ
ん
は
ヴ
ォ
ー
カ
ル
レ
ッ
ス
ン
を

担
当
。
ク
ラ
ス
で
は
、
技
術
よ
り
も
自
己

表
現
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
レ
ッ
ス
ン
後
、

子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
ま
る
で
魔
法
に

か
か
っ
た
か
の
よ
う
に
明
ら
か
に
輝
き
が

増
し
て
い
た
。

　悦子
さ
ん
の
娘
さ
ん
の
里
奈
さ
ん
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
を
担
う
。モ
デ
ル

志
望
の
女
の
子
た
ち
が
集
う
教
室
だ
。ス

ラ
リ
と
し
た
里
奈
さ
ん
は
、シ
ョ
ー
を
中

心
に
活
躍
を
し
て
い
た
元
モ
デ
ル
。
見
惚

れ
て
し
ま
う
ス
タ
イ
ル
と
美
貌
は
、
こ
こ

に
来
る
女
の
子
た
ち
の
憧
れ
に
違
い
な

い
。
颯
爽
と
格
好
良
く
歩
く
姿
は
、
大
人

で
も
学
び
た
い
ほ
ど
だ
。

　護衛
艦
が
並
ぶ
港
近
く
、
周
り
は
大

き
な
ト
ラ
ッ
ク
に
囲
ま
れ
て
い
る
よ
う
な

ビ
ル
の
中
に
、ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル

は
あ
る
。
夕
方
に
な
る
と
可
愛
い
笑
顔
の

子
ど
も
た
ち
が
、
一
人
ま
た
一
人
と
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
元
気
に
挨
拶
を
し
な
が

ら
入
っ
て
く
る
。
こ
こ
の
代
表
は
歌
手
と

し
て
活
躍
し
た
経
験
を
持
つ
松
瀬
悦
子

さ
ん
。
悦
子
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
そ
れ

ぞ
れ
に
優
し
い
笑
顔
で
挨
拶
を
返
す
。

株式会社 スターライトプロダクション 佐世保市干尽町24番地 TEL 0956-76-9090

里奈さん

佐
世
保
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多
い
訳

そ
れ
は
、        

に
こ
の
人
た
ち
が
い
る
か
ら
だ
っ
た
。

コ
コ

佐世保のヒミツ悦子さん

クルーズ船を見送る、未来のアイドルたち

※

福
岡
校
出
身

ド
ー
ム
公
演
を
成
功
さ
せ
る
ほ
ど
人
気
の

A
A
A
の
メ
ン
バ
ー
、末
吉
秀
太
。２
０
１
５
ミ

ス・ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
代
表
の
宮
本
エ
リ
ア
ナ
。

最
優
秀
新
人
賞
を
受
賞
し
たFairies

の
メ
ン

バ
ー
、井
上
理
香
子
。そ
し
て
今
や
歌
に
映
画
に

と
大
活
躍
の※

西
内
ま
り
や
。こ
の
そ
う
そ
う
た

る
顔
ぶ
れ
の
共
通
点
が
ひ
と
つ
あ
る
。そ
れ
が

何
を
隠
そ
う
佐
世
保
に
拠
点
を
置
く『
ス
タ
ー

ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
』出
身
、と
い
う
こ
と
だ
。そ
こ

で
一
体
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、そ
の
秘
密
を

探
っ
て
み
た
。
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3
人
目
の
子
ど
も
も
授
か
り
、
公
私

と
も
に
充
実
し
た
30
代
を
送
っ
て
い

る
。「
東
京
に
い
た
と
き
の
よ
う
に
、

好
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画
と
は
縁
遠

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
週
末
は

家
族
で
カ
ヤ
ッ
ク
や
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
仕
事
で
は
東
京
で

培
っ
た
経
験
と
社
長
で
あ
る
父
の
背
中

を
見
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
仕
事
の

あ
り
方
を
模
索
す
る
日
々
で
す
」。

　
地
方
で
生
き
よ
う
と
考
え
る
働
き
世

代
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
と
、「
仕

事
が
な
け
れ
ば
、自
分
で
作
れ
ば
い
い
」

と
ト
モ
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

た
。

　
ト
モ
さ
ん
の
自
宅
周
辺
は
『
ト
モ
タ

ウ
ン
』
と
も
い
え
る
ほ
ど
、
自
然
と
調

和
し
た
個
性
的
な
家
々
が
建
ち
並
ぶ
。

そ
こ
に
住
む
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ま

で
も
変
え
て
し
ま
う
魅
力
的
な
建
築
家

が
、
今
日
も
青
い
空
と
海
と
の
間
で
佐

世
保
の
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
。

士
と
し
て
働
い
て
き
た
ト
モ
さ
ん
。

企
業
戦
士
と
し
て
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
た
30
代
前
半
、
突
如
病
に
襲

わ
れ
、療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

「
東
京
に
い
て
も
仕
事
が
で
き
な
い
か

ら
、
一
度
田
舎
に
帰
っ
て
し
っ
か
り
体

を
治
そ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

　
後
遺
症
は
残
っ
た
も
の
の
体
力
は
回

復
し
、
仕
事
を
再
開
。
だ
が
、
都
会
へ

は
戻
ら
ず
、
故
郷
に
新
た
な
フ
ィ
ー
ル

ド
を
求
め
た
。
そ
の
理
由
は
、「
ド
ラ

イ
ブ
途
中
に
理
想
郷
に
出
会
っ
た
か

ら
」
と
笑
顔
で
語
る
。

「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
だ
っ
た
の

で
、
毎
日
海
を
眺
め
て
暮
ら
せ
る
っ
て

最
高
だ
な
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

　
九
十
九
島
が
眼
前
に
広
が
る
船
越
町

に
住
ま
い
と
事
務
所
を
構
え
、
こ
と
し

で
33
年
目
。「
帰
郷
し
た
当
時
は
仕
事
上

の
人
脈
は
無
か
っ
た
し
、
都
会
で
の
実

績
も
通
用
し
な
か
っ
た
か
ら
ね
」
と
当

時
を
振
り
返
り
、
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て

今
が
あ
る
と
ト
モ
さ
ん
は
力
強
く
語
る
。

積
み
木
を
積
み
上
げ
る
よ
う
に
小
さ
な

仕
事
で
な
ん
と
か
生
活
を
つ
な
い
で
き

た
過
程
で
は
、「
経
済
的
に
厳
し
く
て
、

夫
婦
で
泣
い
た
日
々
も
あ
っ
た
よ
」
と

穏
や
か
に
笑
う
。

　10
年
前
に
は
長
男
の
聖せ

い

さ
ん
も
東
京

か
ら
U
タ
ー
ン
し
、
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
加
わ
っ
た
。
帰
郷
を
決
め
た
と

き
の
心
境
を
伺
う
と
、「
佐
世
保
を
離
れ

る
時
か
ら
、
30
歳
を
目
安
に
故
郷
に
戻

る
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が

手
掛
け
た
家
や
店
舗
を
見
た
方
が
、
建

て
る
な
ら
ト
モ
ハ
ウ
ス
で
と
指
名
し
て

下
さ
る
の
が
一
番
嬉
し
い
で
す
ね
」。

「
仕
事
が
な
い
か
ら
地
方
に
住
め
な
い
」

な
ん
て
ナ
ン
セ
ン
ス
。

な
け
れ
ば
、
自
分
で
作
っ
ち
ゃ
え
。

　
「
ト
モ
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
、建
築
事
務
所
『
ト
モ
ハ
ウ
ス
』

社
長
・
松
本
智
さ
ん
。
坂
道
や
傾
斜
地

の
多
い
こ
の
ま
ち
の
条
件
の
難
し
さ

を
、
斬
新
な
発
想
と
遊
び
心
で
利
点
に

変
え
る
の
が
得
意
。
そ
う
し
て
安
く
購

入
で
き
た
土
地
で
、
住
む
人
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
住
ま
い
づ
く
り
を

提
案
し
て
き
た
、
佐
世
保
の
家
づ
く
り

の
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
。

　
高
校
ま
で
佐
世
保
で
過
ご
し
、
神
戸

や
東
京
の
大
手
建
設
会
社
で
建
築
設
計

九十九島が眼前に広がる
トモさん自慢のバルコニーからの景色

有
限
会
社  

ト
モ
ハ
ウ
ス

代
表
取
締
役  

松
本 

智
さ
ん

写真右：松本 聖さん

させぼ

しごと
×

　
代
表
取
締
役
の
松
尾
重
巳
さ
ん
は

4
代
目
。
先
代
の
血
縁
で
は
な
く
、

そ
も
そ
も
は
研
究
者
だ
。

　
創
業
し
た
社
長
は
造
船
の
設
計
・

技
術
者
だ
っ
た
。
培
っ
た
流
体
科
学
、

つ
ま
り
水
の
流
れ
を
普
段
の
生
活
に

生
か
せ
な
い
か
、
と
の
思
い
が
あ
っ

た
。
そ
の
思
い
と
技
術
は
今
、
日
本

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
。
知
る
人
ぞ
知
る
こ
の
会

社
に
潜
入
し
て
み
る
と
、
色
々
と
ユ

ニ
ー
ク
な
こ
と
が
判
明
し
た
。

 

ジ
ャ
パ
ン
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
の
プ
ー
ル
や
流
水
浴
槽
な

ど
を
製
造
す
る
、
流
水
を
専
門
と
す

る
会
社
だ
。

　

　
松
尾
社
長
は
研
究
者
と
し
て
入
社

後
、
し
ば
ら
く
し
て
先
代
に
認
め
ら

れ
、
右
腕
で
も
あ
る
音
成
専
務
と
と

も
に
経
営
の
こ
と
も
教
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
研
究
者
自
身
が
経
営
者
で

も
あ
る
の
で
、
動
き
も
ス
ピ
ー
デ
ィ

だ
。

　
ま
ず
商
談
が
早
い
。
そ
の
場
で
客

が
望
む
こ
と
が
で
き
る
か
で
き
な
い

か
、
研
究
者
と
し
て
答
え
ら
れ
る
。

金
額
的
な
要
素
は
経
営
者
と
し
て
答

え
、
会
社
に
持
ち
帰
れ
ば
、
現
場
に

自
分
で
指
示
で
き
る
。
た
だ
し
社
長

い
わ
く
、
現
場
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ
を

受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば…

。「
そ
ん

な
の
無
理
で
す
」
と
い
う
わ
け
だ
。

ま
ぁ
そ
れ
ほ
ど
こ
の
会
社
は
、
研
究

か
ら
製
造
ま
で
の
距
離
感
が
近
い
。

皆
が
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
商
品
を
最

後
ま
で
作
り
上
げ
る
の
だ
か
ら
、
や

り
が
い
は
十
分
だ
。
一
度
は
無
理
と

い
っ
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か

皆
で
話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
、
あ

る
意
味
う
ら
や
ま
し
い
。

　
ジ
ャ
パ
ン
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
の
製
品

は
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
・
養
殖
技
術
・

大
学
の
研
究
所
・
娯
楽
と
各
所
に
ニ
ー

ズ
が
あ
り
、
そ
の
顧
客
は
全
国
に
広

が
る
。
こ
の
西
の
果
て
で
不
便
で
は

な
い
か
と
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
先
代
か

ら
「
こ
の
西
か
ら
上
を
目
指
せ
」
と

言
わ
れ
て
き
た
そ
う
だ
。

　
こ
の
会
社
が
あ
る
小
佐
々
地
域
は

海
も
近
い
。
商
談
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て

く
れ
る
全
国
各
地
の
顧
客
に
は
や
や

気
の
毒
だ
と
感
じ
な
が
ら
も
、
こ
ち

ら
の
魚
介
類
は
本
当
に
お
い
し
い
と

喜
ん
で
く
れ
る
そ
う
。
そ
し
て
商
圏

は
今
や
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
国

を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
に
広
が
っ

て
い
る
。
ア
ジ
ア
は
東
京
よ
り
近
い

の
だ
。

　
こ
の
会
社
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
ま

だ
あ
る
。
基
本
的
に
こ
の
会
社
が
作

る
も
の
は
オ
ー
ダ
ー
制
で
、
今
世
の

中
に
な
い
も
の
を
作
っ
た
り
す
る
。

「
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
か
ら
、
こ

う
い
う
も
の
を
作
れ
な
い
か
」
と
い

う
相
談
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
ゼ
ロ
か

ら
作
り
始
め
る
。
そ
こ
で
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
は
「
面
白
そ
う
」
と
い
う

や
る
気
だ
と
、
二
人
は
言
う
。
技
術

者
や
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
や
る
気

と
得
意
分
野
が
あ
る
人
な
ら
、
き
っ

と
こ
の
会
社
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る

と
感
じ
て
い
る
の
だ
。
ち
な
み
に
こ

こ
は
年
俸
制
。
勤
続
年
数
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
で
毎
年
決
ま
る
と

い
う
。　

こ
れ
を
聞
い
て
や
る
気
に
な
っ
た

人
ほ
ど
、
こ
の
会
社
に
は
ふ
さ
わ
し

い
人
材
だ
と
言
え
る
。

多くのIターン・Uターン者を採用。経験知識よりもやる気を求める会社だ。

させぼ

しごと
×

や
る
気
が
全
て

西
か
ら
上
を
目
指
せ

開
発
か
ら
製
造
ま
で

一
貫
主
義

有名アスリートからの直接発注や、大学・病院との共同
開発など、独自開発の技術は多岐に利用されている。

株式会社ジャパンアクアテック　佐世保市小佐々町黒石339-41　TEL 0956-68-3267

「部品を作るな、物を作れ」と
言っています。

株式会社ジャパンアクアテック
代表取締役　松尾 重巳さん 

「
世
界
に
一
つ
の
も
の
を
作
っ
て
ま
す
。」

専務取締役　音成 直樹さん
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させぼ暮らしを始めよう
佐世保での暮らしを検討する時に気になる項目の
相談窓口をご紹介します。

移住サポートデスク
佐世保市役所地域政策課内　移住サポートデスク
〒857-8585　長崎県佐世保市八幡町 1-10
電話 0956-25-9251　平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分
ファックス 0956-25-9651　メール uji-turn@city.sasebo.lg.jp オンラインでも情報発信しています

・佐世保移住サポート「99LIFE」　
　　　　　　　　　　　　   http://www.city.sasebo.lg.jp/99life/index.html
・させぼ暮らし（空き家バンク）　http://sasebo-kurashi.jp/
・ながさき移住ナビ（長崎県移住支援サイト）　http://nagasaki-iju.jp/
・佐世保市ホームページ　http://www.city.sasebo.lg.jp/

首都圏での相談窓口
佐世保市東京事務所
千代田区平河町 2-4-1　日本都市センター会館 11 階
電話 03-5213-9060　ファックス 03-5213-9063

佐世保にＵ・Ｊ・Ｉターンしたい方をサポートします

賃
貸
住
宅
の
平
均
家
賃

は
ど
の
く
ら
い
？

郊
外
や
斜
面
地
の
家
賃
は
比
較
的
安

価
で
す
。
平
地
が
少
な
い
た
め
、
中

心
部
付
近
は
割
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
例
）
３
L
D
K
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合

　中
心
部
付
近
　約
６
万
円
〜

　郊
外
・
斜
面
地
　約
３.
5
万
円
〜

中
古
住
宅
を
お
探
し
の
方
に
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
（
ア
ド
レ
ス
下
記
参
照
）

で
物
件
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
は
充
実
し
て

い
ま
す
か
？

市
内
に
は
病
院
や
一
般
診
療
所
が
約

２
０
０
件
、
歯
科
診
療
所
が
約
１
４
０

件
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
３
カ
所
目
と
な
る
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
も
開
設
さ
れ
、
北
部

西
九
州
で
は
最
も
医
療
が
充
実
し
た

ま
ち
と
言
え
ま
す
。

仕
事
は
あ
り
ま
す
か
？

佐
世
保
市
で
は
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
を
対
象
に
、
専
門
相
談
員
が
就
職

あ
っ
せ
ん
や
相
談
な
ど
を
無
料
で
行

う
「
さ
せ
ぼ
お
仕
事
情
報
プ
ラ
ザ
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

さ
せ
ぼ
お
仕
事
情
報
プ
ラ
ザ

☎
0
9
5
6
・76
・7
7
1
3

移
住
し
て
事
業
を
は
じ

め
る
人
へ
の
支
援
は
あ

り
ま
す
か
？

情
報
サ
ー
ビ
ス
や
製
造
業
な
ど
の
分

野
で
創
業
す
る
移
住
者
を
応
援
す
る

「
新
規
創
業
支
援
事
業
」
な
ど
の
創
業

支
援
や
、
新
た
に
農
業
・
漁
業
の
担

い
手
と
な
る
人
へ
の
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
商
工
物
産
課（
創
業
支
援
）

☎
0
9
5
6
・
24
・
1
1
1
1

市
農
業
畜
産
課・水
産
課（
担
い
手
支
援
）

☎
0
9
5
6
・
24
・
1
1
1
1

安
心
し
て
子
育
て
で
き

ま
す
か
？

佐
世
保
市
で
は
合
計
特
殊
出
生
率

（
15
歳
〜
49
歳
が
生
涯
に
出
産
す
る
平

均
数
）が

1. 82
と
、
全
国
平
均
の

1.43
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
（
平
成
25
年
）。

保
育
所
の
待
機
児
童
数
も
平
成
17
年

以
降
は
0
人
を
維
持
。
児
童
を
預
か

る
児
童
ク
ラ
ブ
は
市
内
53
カ
所
な
ど
、

保
育
所
や
幼
稚
園
の
ほ
か
に
も
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
役
所
に
は
保
育
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
置
き
、
一
人
一
人
に

保
育
所
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
０
歳
〜
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
福

祉
医
療
費
制
度
も
あ
り
ま
す
。

坂
道
の
多
い
佐
世
保
。
自
転
車
に
乗
っ
た
事

が
な
い
人
、
乗
れ
な
い
人
が
わ
り
と
い
る
。

な
の
で
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
尊
敬
さ

れ
た
り
す
る
か
も
？

自転車に乗れない人が多い

午後はジャージだ！

共通語では

尊敬語を友達や同僚にも
普通に使います

ちなみに
「来らした」は
PCや携帯では
変換不可能・・・

佐世保弁では そして尊敬語では
こう言います。

最上級の佐世保風尊敬語

別に裁判にかける訳ではありません^^（汗）

「さばく」＝髪をとかすの意味。

佐世保方言あるある！

陽が沈むのが遅いので夕方になっても明るい。
特に夏なんかは、暗くなってからご飯の準備をしようと
思っていたら７時過ぎになっちゃう・・・

本土最西端の街だから・・・

ミス・ユニバース長崎代表は３年連続佐世保から輩出！
そのうち2014年・2015年は２年連続日本代表に選ばれ
世界の舞台で活躍！

右 ：2015ミス・ユニバース日本代表　宮本エリアナさん
中央：2014ミス・ユニバース日本代表　辻　恵子さん
左 ：2013ミス・ユニバース長崎代表　竹村佳倫さん

美人が多い街！さ・せ・ぼ！

中
学
校
で
は
、
給
食
が
終
わ
る
と
全
員
ジ
ャ
ー
ジ
に

着
替
え
る
。
文
化
部
で
も
そ
の
ま
ま
部
活
に
行
き
、

帰
り
も
そ
の
ま
ま
帰
宅
。
子
供
達
に
も
楽
チ
ン
だ
と

人
気
の
シ
ス
テ
ム
！

※

全
て
の
学
校
で
実
施
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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